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TCU LAB.  どんな研 究をして い る？

研 究 室
LABORATORY

有機合成化学研究室（ 構造化学 ）

溶液の状態では発光せず、凝集された状態で発光する現象をAIE（凝集誘起発光）と

呼び、この特性を持つ分子は診断薬への活用が期待されます。この研究では、生体内

でも減衰せず透過できる、赤外線領域に近い波長での蛍光とAIE特性を有する分子の

合成をめざしています。私は当初、「人の体内で薬がどう作用するのか」に関心があり、

それがきっかけで物質を形成する分子の動きや構造へと興味が広がっていきました。そ

うした経緯もあり、合成した分子の診断薬への活用を研究の最終目的としています。

めざす最終目的は、診断薬への活用。

光でがんを見つけ出す分子の開発STUDENT'S
M E S S AG E

沼 田  乙 峰 　博士前期課程 1 年／神奈川県立鶴見高等学校出身

高分子・バイオ化学研究室（ 機能性高分子 ）

高分子・バイオ化学研究室（ 機能性バイオ分子 ）

有機合成化学研究室（ 重合化学 ）

有機合成化学研究室（ 構造化学 ）

環境化学工学研究室（ 触媒・資源化学プロセス）

環境化学工学研究室（ 応用電気化学 ）

機能性界面化学研究室

固体材料科学研究室（ 固体化学 ）

固体材料科学研究室（ 無機材料化学 ）

動的解析化学研究室

機能物質変換化学研究室

理
工
学
基
礎
科
目

微分積分学（1a）（1b）※MS
線形代数学（1a）（1b）※MS
化学（1）
情報リテラシー演習（a）（b）
物理学実験（a）（b）
SD PBL（1）

微分積分学（2a）（2b）※MS
線形代数学（2a）（2b）※MS
物理学（3）（4）
化学（2）
化学実験
コンピュータ概論（a）（b）
プログラミング基礎（a）（b）
物理学及び演習（1）（2）
上級力学
電磁気学基礎
ことづくり（1）

微分方程式論
ベクトル解析学
数理統計学（a）（b）※MS
代数学
生物学（1）
生物学実験（a）（b）
地学（1）
地学実験（a）（b）
電気工学概論（実習含）
ことづくり（2）
SD PBL（2）

フーリエ解析学
生物学（2）
地学（2）
技術者倫理
金属加工（製図・実習含）
数値解析
ことづくり（3）

ことづくり（4） AI・ビッグデータ基礎
AI・ビッグデータ応用
ことづくり（5）
SD PBL（3）

専
門
科
目

専門教養

知的財産 理工学と生活
工業概論
原子力汎論
探究の進め方

量子力学入門
相対論入門

学部共通 Direct Current Electrical  
　Circuit Analysis 電気化学（a）（b） 電気電子通信計測応用

ひらめき
ことづくり ひらめきづくり（1） ひらめきづくり（2） ひらめきづくり（3） ひらめきづくり（4） ひらめきづくり（5） Next PBL（1） Next PBL（2）

学科共通

生活と化学 応用化学総合演習（a）（b） 物理化学演習（a）（b）
量子化学
化学熱力学（1）
有機化学（1a）（1b）
無機化学（a）（b）
グリーンケミストリー（a）（b）
分子構造論

化学熱力学（2a）（2b）
物理化学（1）（2）
分析化学（1）
有機化学（2）

物理化学（3）

実験・
実習系 応用化学実験基礎（1a）（1b） 応用化学実験基礎（2a）（2b） 応用化学実験発展（a）（b）

有機・
生物化学

高分子化学
生物化学

バイオプロセス化学
有機材料化学
構造化学

物理化学・
化学工学

界面化学
光機能性化学
応用電気化学
化学工学

反応工学
エネルギー変換工学

無機・
分析化学 固体化学

物性化学（a）（b）
無機物質化学（a）（b）

無機材料化学
分析化学（2a）（2b）

卒業研究
関連 事例研究 卒業研究（1） 卒業研究（2）

1 年 次 2年 次 3年 次 4年 次

【学年配当しない科目】インターンシップ（1）／インターンシップ（2）／海外体験実習（1）／海外体験実習（2）

前 期 後 期 前 期 前 期 前 期後 期 後 期 後 期

【学年配当しない科目】特別講義（1）／特別講義（2）／特別講義（3）

カリキュラムは2023 年 4月現在のもので、一部変更される場合があります。

1 年次では応用化学の基礎となる共通科目を学修し、

理工学の基礎と理工学的考え方を身につけます。

2年次からは化学を中心とした応用化学の基礎知識を固め、専門

学修につながる実験や実習を通して「生きた技術」を学びます。

3 年次から有機・生物化学、物理化学・化学工学、無機・分析化学の研究分野をしっかり学修し、

4 年次の卒業研究に備えます。

理工学の基礎を修得 応用化学の基礎知識を修得

有機・生物化学／無機・分析化学／物理化学・化学工学 卒業研究

3 つの研究分野を深める

理工学と応用化学の基礎を学ぶ 実験や実習を通して知識を深める

CURRICULUM  4 年 間 の 学 び、カリキュラムの 特 長 は？

材料の基礎単位構造と高次構造につい

て、その構造決定法や評価法に加え、

構造がどのような機能の発現をもたら

すのかを解説し、材料の構造と機能の

相関性を学びます。

構造化学PICKUP

有機化学の重要な基礎となる共役化合

物、芳香族化合物、カルボニル化合物

をはじめとするさまざまな有機化合物

の構造や特徴、反応性などについて詳

しく学修します。

有機化学（2 ）PICKUP

詳しくはP 079 へ

※上記の他、教養科目、語学科目などの学部・学科共通科目を設置しています。詳細はP 033をご覧ください。　※ MSは数理科学分野
■字は選択科目　■字は必修科目　■字は選択必修科目　■字は「 ひらめき・こと・もの・ひと」づくりプログラム受講者のみ選択可

PICKUP

PICKUP
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